
社会保障の目的と機能

　社会保障のおもな目的は，①生活の保障・生活の安定，②個人の自立支援，③家庭機
能の支援である．これら目的の具体的内容を表　14‒1に示す．
　社会保障の機能は，①社会的安全装置（社会的セーフティーネット），②所得再分配，
③リスク分散，④社会の安定および経済の安定・成長があげられる．これら機能の内容
を表　14‒2に示す．

社会保障の制度

　社会保障は，社会を構成する人々による相互扶助や連帯という，いわゆる助け合いの
精神に基づいている．すなわち，個人では対処困難なリスクに対しては社会全体で対応
しようというものである．しかしながら，この対応には当然費用が発生し，その費用拠
出の方法から，社会保障の制度は「社会保険制度」と「公的扶助」に大別することがで
きる．わが国における社会保障の制度による給付や扶助等は，保健・医療，社会福祉，
所得保障，雇用の分野について国民の生涯にわたるリスクをカバーするよう構築されて
いる（図　14‒1）．
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表　14‒1　社会保障の目的

目　的 具体的内容
生活の保障，生活の安定 救貧，防貧の範囲にとどまらない国民生活の保障をすること

個人の自立支援 障害の有無にかかわらず人間としての尊厳をもった自立した生活が送れるようにすること
生活困窮時に社会保障制度に基づいた生活保障による自立を助長すること

家庭機能の支援 介護や老親扶養などの家族機能を社会的に支援すること
私的な相互扶助の社会化を促進すること

表　14‒2　社会保障の機能

機　能 内　容
社会的安全装置
（社会的セーフティーネット）

さまざまな生活リスクに対する安全装置として機能することで生活の安定
を図る

所得再配分 個人，世帯間での所得移転による所得格差の縮小，低所得者の生活安定
社会保険料の応能負担による高額所得者から低額所得者への再配分

リスク分散 疾病，障害，失業など個人の能力のみで対応が困難なリスクに対し，社会
全体による資金提供などを通じリスクがもたらす影響の縮小

社会の安定および経済の安定・
成長

社会保障給付を通じ生活に安心感を与えることによる社会の安定化
社会保障給付による景気変動の緩和，経済安定・成長の支援
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図　14‒1　ライフサイクルからみた社会保障
（厚生労働省：平成 29年版　厚生労働白書，2017）
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